
各位日語教育界的先進、會員們： 

 

   收信平安！ 

 

   繼 5 月 5 日、6 日於靜宜大學舉辦「JF 日本語教育スタンダードと J-AP 

TAIWAN(請參考 http://j-gap.wikispaces.com/%E5%8F%B0%E6%B9%BE )」的全國日

語教師研習會之後，於 7 月 6 日(星期五)7 日(星期六)兩天我們移師台北東吳大學

繼續舉辦兩天的研習會，歡迎各位先進共襄盛舉。 

   這次我們請到了日本語教育學會副會長嶋田和子先生(ACTFL-OPI 訓練師；『で

きる日本語』シリーズ監修者），擔綱授課，以「Can-do を重視した発話能力を

伸ばす教材作成法・指導法」為題，重點在如何指導提升日語口語表達能力。並

講授 OPI 的理論背景，Can-do 的能力指標的必要性，此目標下如何帶教室活動，

有效學習，以及如何製作教材等。 

    在台灣外語教學的「能力指標」建立，英文、德文、法文領域，由於「CEFR」

歐語能力評量共同參考標準行之多年，「共同標準」之概念普及，而日語教育學界

由於國際交流基金開發了「JF 日本語教育スタンダード」，「Can-do サイト」等，

也日益受到重視，例如:「學了這個課程，實質上能做甚麼？具有甚麼能力？」，

「我們學生畢業時的聽說讀寫能力，在台灣職場上能做甚麼？」「口說的能力如何

從 A1，A2，B1，B2・・・漸漸進步？」，這次講習會以此理念為目標，將帶各位

一起學習 Can-do 評量指標，進一步知道如何設計教材，如何進行指導學生。 

     

    委請各日語文相關學系代為宣傳，也敦請高中職日語教師，碩博士班研究生

積極參與，由於採講習會活動性質，名額以 40 人為限，為避免向隅，敬請盡早登

錄報名，期待各位的光臨！！ 

 

敬祝 

期末教學愉快！ 

 

 

                                           台灣日語教育學會   敬邀 

2012 年 5 月 24 日  

http://j-gap.wikispaces.com/%E5%8F%B0%E6%B9%BE


2012 年全國日語教師研習會 

研習會主題：Can-do を重視した発話能力を伸ばす 

教材作成法・指導法 

講師：嶋田和子（日本語教育学会副会長等） 

 

日期：2012 年 7 月 6 日（星期五）～7 日（星期六）  

地點：東吳大學第一教研大樓  R1006 教室  

主辦單位：東吳大學日本語文學系・台灣日語教育學會  

 

参加費用：報名參加者請先預繳參加費 1500 元（此費用的計算依據為下列

費用的第 1 項加第 2 項，並以 30 人計算。研習會當天將視實際

參與人數多退少補。）  

          1.講師機票、在台生活費（住宿、飲食、交通費等）等，大約

為 NT$41400＜機票 NT$33000，住宿費 NT$3400，飲食費

NT$3000，交通費 NT$2000＞。  

          2.兩天研習會的工作人員事務費用，大約為 NT$3600。  

     3.當天會另外收取影印費及午餐費用。  

 

講師からのメッセージ： 

教育現場では、Can-do を重視した指導の重要性が叫ばれ、そのための

教材開発と具体的な指導法が求められています。それは Can-do を重視す

ることで、学習者の発話能力を伸ばし、いきいきとした授業展開ができ

るからなのです。  

ワークショップでは、Can-do を重視した教科書『できる日本語』のコ

ンセプトを説明し、具体的な事例をあげながら、ご一緒に教育実践につ

いて考えていきます。実は、教材の作成と選択は教師次第です。仲間と

の「対話」を通して、教育実践を振り返り、明日のより良い授業展開を

めざします。  

 



研習會内容 

第一天（2012.07.06） 

10:30～11:30  授業の振り返り 

―「学習者の発話能力を伸ばす」という視点で！  

11:30～11:40 休憩 

11:40～12:40 OPI を教材作成・指導に活かす 

―Can-do をよりよく理解するために― 

12:40～13:40 昼食休憩 

13:40～15:10 Can-do を重視した教材開発の意義 

―「文型ありき」から「行動目標ありき」へ― 

15:10～15:30 休憩 

15:30～17:00 Can-do を重視した『できる日本語』を使って（１） 

―レベルを超えたスパイラル展開をめざして 

 

第二天（2012.07.07） 

09:00～10:30 Can-do を重視した教科書『できる日本語』（２） 

―初級における語彙・文法の新たな指導法 

10:30～10:40 休憩 

10:40～12:10 中級・上級レベルにおける指導の留意点 

―「対話力」アップをめざして― 

12:10～13:10 昼食休憩 

13:10～14:40 教師に求められる授業力 

―発話能力を伸ばす授業ができる教師をめざして― 

14:40～15:00 休憩 

15:00～16:30 まとめ＆質疑応答 

 


